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▽
佐
々
淳
之
氏

の
講
演
を
聴
い

た
。
元
内
閣
安

全
保
障
室
長
で

あ
る
。
と
い
う

よ
り
、
浅
間
山

荘
事
件
の
と
き
の
現
場
の
警

察
の
指
揮
官
と
い
っ
た
方
が

わ
か
っ
て
い
た
だ
け
る
だ
ろ

う
か
。
氏
は
、
危
機
管
理
の

専
門
家
と
し
て
活
躍
を
な
さ

れ
て
い
る
。
先
日
の
愛
知
県

の
拳
銃
を
持
っ
た
男
の
立
て

こ
も
り
事
件
で
、
銃
撃
さ
れ

負
傷
し
た
警
察
官
を
、
５
時

間
も
放
置
し
た
警
察
の
対
応

の
拙
劣
さ
を
激
し
く
非
難
し

て
い
た
。
耐
え
に
耐
え
る
こ

と
も
指
揮
官
の
義
務
だ
が
決

断
す
べ
き
と
き
、
的
確
な
ジ

ャ
ッ
ジ
を
下
す
の
も
指
揮
官

の
責
務
だ
と
。
▽
氏
は
、
人

創
り
に
関
し
て
興
味
深
い
こ

と
を
述
べ
た
。
曰
く
「
じ
ん

ざ
い
」
に
は
、
下
か
ら
人
罪
、

人
在
、
人
材
、
人
財
が
あ
る

と
。
意
味
は
順
に
、
い
る
だ

け
で
周
囲
に
害
毒
を
与
え
る

人
、
い
る
だ
け
の
人
、
鍛
え

方
に
よ
り
逸
材
に
も
な
れ
る

素
質
を
有
し
て
い
る
人
、
文

字
通
り
社
会
に
と
っ
て
宝
物

で
あ
り
か
け
が
え
の
な
い
人

だ
そ
う
だ
。
な
る
ほ
ど
。
大

多
数
の
人
は
人
材
な
ん
だ
と

思
う
。
良
い
指
導
者
に
鍛
え

ら
れ
、
自
ら
を
磨
き
人
財
に

な
る
よ
う
努
力
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

毎 月 １ 日 発 行
編 集 ・ 発 行
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総　務　課ASAHI UNIVERSITY NEWS LETTER

はなみずき

 
お
も
な
内
容

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
開
催 　
　
１

Ｐ
Ｄ
Ｉ
岐
阜
歯
科
診
療
所
竣
工 　
　
２

地
域
連
携
事
業
を
推
進 
　
　
３

同
窓
会
と
の
連
携
強
化 
　
　
４

生
、
保
護
者
ら
が
来
学
し
、
Ｄ

Ｖ
Ｄ
に
よ
る
本
学
紹
介
、
岩
山

幸
雄
学
長
の
挨
拶
、体
験
学
習
、

入
試
・
奨
学
金
説
明
会
、
キ
ャ

ン
パ
ス
見
学
、
ラ
ン
チ
バ
イ
キ

ン
グ
な
ど
に
参
加
し
、
大
い
に

「
朝
日
大
学
」
を
体
感
し
た
。

　

体
験
学
習
で
は
、

高
校
生
に
も
身
近

な
テ
ー
マ
で
あ
る

「
運
命
の
出
会
い

�
デ
ー
ト
商
法
の

ワ
ナ
と
撃
退
方
法

教
え
ま
す
。」、「
も

う
納
豆
ダ
イ
エ
ッ

ト
は
信
じ
な
い
！

騙
さ
れ
な
い
た
め

の
心
理
学
」、「　
・
８４

４
％
が
効
果
を
実

感
？
ビ
リ
ー
ズ
・

ブ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ

に
隠
さ
れ
た
秘
密

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
開
催 　
２００８２００８

　

法
学
部
（
法
学
科
）、
経
営
学

部
（
経
営
学
科
・
情
報
管
理
学

科
・
ビ
ジ
ネ
ス
企
画
学
科
）
を

対
象
と
し
た
「
オ
ー
プ
ン
キ
ャ

ン
パ
ス
」
が
穂
積
キ
ャ
ン
パ
ス

で
開
催
さ
れ
た
。

　

県
内
外
か
ら
は
多
く
の
高
校

キ
ャ
ン
パ
ス
で
１
日
大
学
生
を
体
験

　

朝
日
大
学
で
は
、
高
校
生
の
夏
休
み
期
間
を
中
心
に
、
２
０
０
８
年
大
学
入
学
を
志
望
す
る

受
験
生
・
保
護
者
等
を
対
象
と
し
た
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
が「
穂
積
キ
ャ
ン
パ
ス
」で
開
催（
７

月　

・　

日
、
８
月　

・　

日
、
９
月
１
・　

日
）
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

２１

２８

１８

２３

１５

受
験
生
た
ち
は
、
模
擬
裁
判
、
体
験
学
習
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
、
模
擬
実
習
な
ど
を
体
験
し
、

「
一
日
大
学
生
」
を
充
分
に
満
喫
し
た
様
子
で
あ
っ
た
。

！
」
な
ど
の
講
義
を
体
験
し
、

ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
在

学
生
の
「
大
学
生
活
を
エ
ン
ジ

ョ
イ
す
る
方
法
」
な
ど
の
話
題

に
花
が
咲
い
て
い
た
。

　

な
お
、
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学
で

は
、
学
内
外
の
体
育
施
設
、
附

属
村
上
記
念
病
院
な
ど
の
見
学

も
行
わ
れ
、
朝
日
大
学
の
特
色

を
よ
り
理
解
・
体
感
で
き
る「
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」と
な
っ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

歯
学
部
を
対
象
と
し
た
「
オ

ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
穂
積

キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
全

国
各
地
か
ら
歯
学
部
へ
の
入
学

を
目
指
す
高
校
生
、
保
護
者
・

家
族
ら
が
本
学
歯
学
部
の
教
育

方
針
・
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
、
歯
科

医
師
国
家
試
験
へ
の
取
り
組
み
、

施
設
設
備
等
の
説
明
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
た
。

　

施
設
案
内
で
は
、
歯
科
系
実

習
室
、
附
属
病
院
、
図
書
館
等

模擬法廷で裁判を体験

を
見
学
、
担
当
教
員
か
ら
各
施

設
の
利
用
説
明
や
学
生
の
活
用

状
況
な
ど
の
話
を
聞
い
た
り
、

ミ
ニ
実
験
を
体
験
し
た
。
ま
た
、

模
擬
実
習
が
行
わ
れ
た
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
実
習
室
で
は
、「
ダ

ミ
ー
人
形
」
を
使
っ
て
参
加
者

が
実
際
に
虫
歯
に
見
立
て
た
模

型
の
歯
を
削
り
「
歯
科
医
療
」

を
「
ワ
ク
ワ
ク
、
ド
キ
ド
キ
」

し
な
が
ら
実
体
験
し
た
。

　

未
来
の
歯
科
医
師
た
ち
は
、

朝
日
大
学
の
歯
学
教
育
を
体
験

し
、
歯
科
医
師
を
目
指
す
気
持

ち
が
よ
り
強
く
な
っ
た
よ
う
で

あ
っ
た
。

「ダミー人形」ではじめての歯科治療

　

８
月　

日（
日
）に
大
阪
岸
和
田
競

１２

輪
場
で
行
わ
れ
た
「
第　

回
西
日
本

４３

大
学
対
抗
選
手
権
自
転
車
競
技
大

会
」
に
お
い
て
、
本
学
体
育
会
自
転

車
競
技
部
は
、
ス
プ
リ
ン
ト
、
１　
km

タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
で
優
勝
、
ス
ク

ラ
ッ
チ
レ
ー
ス
、
タ
ン
デ
ム
ス
プ
リ

ン
ト
、
チ
ー
ム
ス
プ
リ
ン
ト
で
準
優

勝
ほ
か
の
好
成
績
を
収
め
、
強
豪
校

の
鹿
屋
体
育
大
学
に
競
り
勝
ち
「
総

合
優
勝
」
を
は
た
し
、
こ
の
大
会
２

連
覇
の
栄
冠
に
輝
い
た
。

（
関
係
記
事
は
第
５
面
。）

西日本インカレで
２連覇（自転車競技）
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海
外
研
修
制
度
」
を
実
施
し
て

い
る
。
５
年
生
を
対
象
と
し
た

海
外
研
修
の
費
用
は
全
額
大
学

で
負
担
し
て
お
り
、
学
生
に
と

っ
て
は
、
海
外
の
医
療
の
現
場

を
知
る
絶
好
の
機
会
と
い
え
る
。

　

こ
の
た
び
の
学
生
派
遣
に
あ

　

経
営
学
部
の

教
員
・
学
生
で

構
成
さ
れ
て
い

る
「
朝
日
大
学

経
営
学
会
」
の

役
員
会
並
び
に

総
会
が
６
月　
１３

日
に
本
学
穂
積

キ
ャ
ン
パ
ス
内

で
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
総
会

で
は
、
昨
年
度

の
活
動
報
告
及

び
決
算
報
告
が
な
さ
れ
る
と
共

に
、
本
年
度
の
活
動
計
画
及
び

予
算
が
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
た
。

昨
年
度
は
「
経
営
学
会
創
立　
１５

周
年
記
念
式
典
」
が
盛
大
に
開

催
さ
れ
、
経
営
学
会
活
動
の
大

き
な
節
目
を
迎
え
た
年
で
あ
っ

た
。

　

今
年
度
は
引
き
続
き
各
種
研

究
会
・
講
演
会
等
の
記
念
事
業

を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
く
予

定
で
あ
り
、ま
た
、「
経
営
論
集
」

の
発
行
と
共
に
、
経
営
学
会
の

産
業
情
報
研
究
所
研
究
会
を
開
催

文
部
科
学
省
か
ら
講
師
招
聘　
　

講
師
に
招
聘
し
開
催
さ
れ
た
。

　

当
該
研
究
会
で
は
、
市
川
講

師
か
ら
、
今
日
の
日
本
の
大
学

を
取
り
巻
く
国
際
的
競
争
環
境

の
な
か
、
大
学
間
協
定
、
海
外

の
ブ
ラ
ン
チ
校
設
置
、
留
学
生

交
流
、
共
同
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

や
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
・
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
等

を
利
用
し
た
「
国
際
化
戦
略
」

や
「
国
際
共
同
研
究
」
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
ま
た
、
国
際
化

を
視
野
に
入
れ
た
「
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ペ

ー
ジ
等
の
広
報
戦
略
」
の
改
善

の
必
要
性
、
そ
し
て
、
ア
ジ
ア

諸
国
の
大
学
と
の
国
際
交
流
事

大学における国際化戦略などを研修

　

新
た
な
診
療
所
で
診
察
ス
タ
ー
ト

PDI
　

朝
日
大
学
Ｐ
Ｄ
Ｉ
岐
阜
歯

科
診
療
所
が
新
築
竣
工
と
な

っ
た
。

　

同
診
療
所
は
、
本
年
１
月
か

ら
約
半
年
間
の
工
期
を
終
え
、

新
診
療
所
で
の
診
察
を
開
始

し
た
。

　

新
診
療
所
は
、
こ
れ
ま
で
の

診
療
所
と
同
一
敷
地
（
岐
阜
市

都
通
り
５
�　

）
の
北
側
に
位

１５

置
し
、
従
来
の
「
歯
科
診
療
所
」

の
イ
メ
ー
ジ
を
一
新
す
る
高

級
感
覚
漂
う
落
ち
着
い
た
デ

ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
新
鋭
の
「
セ
フ
ァ

ロ
付
パ
ノ
ラ
マ
Ｃ
Ｔ
撮
影
装

置
」
を
新
規
導
入
し
、
よ
り
正

確
な
診
査
診
断
が
で
き
る
こ

と
と
な
っ
た
。

開放感あふれる診療室 落ち着いたデザインの待合室

た
り
壮
行
会
が
７
月　

日
に
穂

２４

積
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
、
岩
山
学

長
、
田
村
歯
学
部
長
、
藤
原
国

際
交
流
委
員
長
ほ
か
、
引
率
教

員
ら
関
係
者
が
出
席
し
開
催
さ

れ
た
。
今
回
海
外
研
修
に
参
加

す
る
学
生
達
は
、
研
修
先
で
の

各
種
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
思
い

を
馳
せ
、
期
待
に
胸
を
膨
ら
ま

せ
る
と
共
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意

気
込
み
を
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、

中
国
語
な
ど
研
修
先
の
言
語
で

発
表
し
て
い
た
。

　

２
０
０
７
年
度
の
歯
学
部
短

期
海
外
研
修
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
ト
ゥ
ル
ク
大
学
（
２
名
）、

中
国
の
北
京
大
学
口
腔
医
学
院

（
５
名
）
及
び
第
四
軍
医
大
学

（
５
名
）、ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
大
学
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス

例
、
研
究
型
大
学
と
の
研
究
交

流
事
例
な
ど
貴
重
な
講
演
が
な

さ
れ
、
本
学
経
営
学
部
に
お
け

る
今
後
の
教
育
研
究
の
あ
り
方

を
考
え
る
う
え
で
も
大
い
に
役

立
つ
も
の
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
質
疑
応
答
・
意
見
交

換
の
席
で
は
、
特
に
外
国
人
留

学
生
を
抱
え
る
問
題
に
つ
い
て

活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
る
と
共

に
、
数
々
の
有
益
な
情
報
提
供

も
受
け
る
こ
と
が
で
き
、
本
学

と
文
部
科
学
省
と
の
情
報
交
換

を
よ
り
一
層
深
め
る
研
究
会
と

な
っ
た
。

校
（
５
名
）、
テ
キ
サ
ス
大
学
サ

ン
ア
ン
ト
ニ
オ
校
（
５
名
）、
ア

ラ
バ
マ
大
学
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム

校
（
５
名
）、
メ
キ
シ
コ
の
メ
キ

シ
コ
州
立
自
治
大
学
（
５
名
）

の
４
カ
国
７
大
学
で
そ
れ
ぞ
れ

経営学会総会を開催
活動計画などを承認

主
た
る
活
動
の
一
つ
と
位
置
づ

け
ら
れ
、
毎
年
６
月
と　

月
に

１２

広
報
誌
と
し
て
発
行
し
て
い
る

「
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
�
ト
ー
ク
広
場

�
」
に
つ
い
て
は
、
よ
り
盛
り

だ
く
さ
ん
の
活
動
状
況
な
ど
を

情
報
発
信
す
る
こ
と
で
、
本
年

度
に
つ
い
て
は
卒
業
と
入
学
の

時
期
に
合
わ
せ
た
２
０
０
８
年

３
月
に
第　

号
を
発
行
す
る
こ

３８

と
と
な
っ
た
。

　

来
る
創
立　

周
年
に
向
け

２０

「
経
営
学
会
」
の
益
々
の
発
展

が
期
待
さ
れ
る
。

歯学部海外
研修を実施
海外4カ国大学で研修

田村康夫歯学部長から壮行の
言葉を受ける研修生たち

　

本
学
歯
学
部
で
は
、
国
際
的

な
視
野
を
持
ち
、
幅
広
く
活
躍

で
き
る
歯
科
医
師
を
育
成
す
る

た
め
に
、
毎
年
夏
季
休
業
期
間

等
を
利
用
し
た
学
生
の
「
短
期

　

朝
日
大
学
産
業
情
報
研
究
所

主
催
（
所
長：

荻
久
保
嘉
章
）

の
２
０
０
７
年
度
第
１
回
研
究

会
が
７
月　

日
、
６
号
館
に
お

１３

い
て
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
国

際
課
専
門
官
の
市
川
清
治
氏
を

　

本
学
歯
学
部
附
属
病
院
で
は
、

Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
装
置
の
更
新
に
伴
い
、
「
６
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ

装
置
」
を
導
入
し
た
。
新
た
に

導
入
さ
れ
た
Ｃ
Ｔ
装
置
は
、
こ

れ
ま
で
の
シ
ン
グ
ル
Ｃ
Ｔ
装
置

と
異
な
り
、
複
数
の
�
ス
ラ
イ

ス
�
が
同
時
撮
影
で
き
る
装
置

で
、
高
速
ス
キ
ャ
ン
に
よ
り
、

高
速
・
高
画
質
で
一
度
に
多
断

面
・
広
範
囲
の
撮
影
が
可
能
と

な
り
、
口
腔
領
域
の
術
前
の
手

術
計
画
や
術
後
の
経
過
観
察
が

正
確
か
つ
速
く
で
き
る
こ
と
と

行
わ
れ
、
８
月
末
ま
で
に
す
べ

て
終
了
、
将
来
の
歯
科
医
師
た

ち
に
と
っ
て
実
り
の
多
い
海
外

研
修
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

な
お
、
詳
細
な
研
修
報
告
は

次
号
を
予
定
。

６
列
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
装
置
導
入

よ
り
安
全
か
つ
効
率
的
な
検
査
が
可
能

な
っ
た
。

　

ま
た
、
同
装
置
は
高
速
化
さ

れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
被
曝
の

低
減
機
能
を
有
し
、
患
者
様
に

や
さ
し
い
Ｃ
Ｔ
装
置
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
「
６
列
マ
ル
チ
ス

ラ
イ
ス
Ｃ
Ｔ
装
置
」
を
有
効
に

活
用
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
安

全
か
つ
効
率
的
な
検
査
を
行
っ

て
い
く
こ
と
と
な
る
。

新たに導入された６列マルチスライスCT装置
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瑞
穂
市
商
工
会
と

協
定
を
締
結

　

朝
日
大
学
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

研
究
所
と
瑞
穂
市
商
工
会
と
の

間
で
、
産
業
、
観
光
、ま
ち
づ
く

り
、
教
育
等
の
分
野
に
お
い
て

連
携
協
力
し
、
地
域
産
業
の
活

性
化
と
人
材
育
成
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
連
携
活
動

に
関
す
る
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。

　

調
印
式
は
、
本
学
穂
積
キ
ャ

　

昨
年
度
に
続
き
、
瑞
穂
市
商

工
会
と
の
連
携
活
動
の
一
環
と

し
て
、「
経
営
革
新
塾
」
が
開
催

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
昨
年

度
は
、
地
元
企
業
の
中
堅
管
理

職
を
対
象
と
し
て
、現
業
強
化
・

新
事
業
進
出
の
ポ
イ
ン
ト
、
事

業
計
画
の
立
案
な
ど
の
内
容
で

開
講
し
た
が
、
今
年
度
は
、「
経

営
革
新
の
た
め
の
事
業
再
建
と

再
生
〜
事
業
再
建
の
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ラ
ン
を
作
ろ
う
〜
」
を
テ
ー

マ
に
、
地
元
中
小
企
業
の
経
営

者
並
び
に
後
継
者
を
対
象
と
し

全　

回
開
講
さ
れ
る
。
募
集
定

１２
員
は　

名
で
、
９
月
か
ら　

月

３０

１１

中
旬
ま
で
の
毎
週
月
曜
日
の
夜

間
に
本
学
６
号
館
講
義
棟
に
て

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

講
師
に
は
、
同
研
究
所
の
中

畑
千
弘
教
授
（
経
営
学
部
）
と

岐
阜
県
商
工
会
連
合
会
シ
ニ
ア

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
松
雪
文
彦
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
が
担
当
し
、

大
垣
共
立
銀
行
か
ら
の
外
部
講

師
も
予
定
し
て
い
る
。
希
望
す

　

い
ち
い
信
用
金
庫
（
愛
知
県

一
宮
市
）
か
ら
の
委
託
に
よ
り
、

先
代
か
ら
の
会
社
を
受
け
継
ぐ

取
引
先
経
営
者
で
構
成
さ
れ
る

次
世
代
ク
ラ
ブ
会
員
を
対
象
と

し
た
「
企
業
見
学
会
」
を
開
催

し
た
。

　

３
年
目
を
迎
え
た
今
年
度
は
、

「
安
全
な
野
菜
の
工
場
生
産
と

関
連
す
る
種
子
開
発
」
を
世
界

各
地
で
展
開
し
て
い
る
株
式
会

社
サ
ラ
ダ
コ
ス
モ
（
岐
阜
県
中

津
川
市
）
を
訪
問
し
た
。
同
社

総
合
企
画
室
長
の
宮
地
隆
彰
氏

か
ら
会
社
の
沿
革
な
ど
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
野
菜
栽
培
工

場
、
教
育
型
観
光
施
設
な
ど
を

見
学
し
た
後
、
中
田
智
洋
社
長

か
ら
は
、
幾
度
か
の
経
営
危
機

を
乗
り
越
え
て
、
先
代
が
「
ラ

ム
ネ
屋
」
で
創
業
し
た
会
社
を

「
も
や
し
栽
培
」
で
飛
躍
さ
せ

た
成
長
過
程
や
経
営
手
法
に
つ

い
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。
同
じ「経営革新塾」のカリキュラム 中田社長による熱のこもった講演

虫
歯
予
防
訴
え
る
ポ
ス
タ
ー
展

歯
の
衛
生
週
間
イ
ベ
ン
ト
開
催

　

本
学
歯
学
部
附
属
病
院
及
び

附
属
村
上
記
念
病
院
に
お
い
て
、

「
歯
の
衛
生
週
間
（
６
月
４
日

〜　

日
）」に
合
わ
せ
歯
の
健
康

１０
に
関
す
る
啓
蒙
活
動
を
実
施
し

た
。

　

穂
積
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
附
属

病
院
で
は
、
恒
例
と
な
っ
て
い

る
「
歯
の
衛
生
を
呼
び
か
け
る

啓
蒙
ポ
ス
タ
ー
展
」
を
瑞
穂
市

内
の
小
学
校
６
校
か
ら
ポ
ス
タ

ー
を
募
集
し
、
開
催
し
た
。
今

年
は
、
小
学
４
年
生
か
ら
計　
７５

点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
院
内

の
ロ
ビ
ー
に
展
示
、
最
優
秀
賞

か
ら
佳
作
ま
で
の
７
点
が
選
ば

れ
、
山
本
宏
治
副
病
院
長
か
ら

賞
状
な
ど
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

小
学
生
の
描
い
た
ポ
ス
タ
ー

に
は
、
健
康
的
な
歯
が
揃
っ
た

口
を
大
き
く
開
け
た
絵
に
「
歯

を
大
切
に
」
と
虫
歯
予
防
や
歯

磨
き
を
呼
び
か
け
る
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
添
え
ら
れ
て
お
り
、
カ
ラ

フ
ル
な
色
彩
に
児
童
の
感
性
豊

か
な
表
現
方
法
が
ち
り
ば
め
ら

れ
て
い
た
。

　

ま
た
、
院
内
受
付
ホ
ー
ル
で

は
、
矯
正
歯
科
の
歯
科
医
師
や

衛
生
士
ら
が
口
腔
内
写
真
や
３

Ｄ
顔
面
写
真
の
撮
影
を
し
て
歯

並
び
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
し
た
り
、歯
の
矯
正
に
つ
い
て

の
無
料
相
談
等
に
応
え
て
い
た
。

小
学
生
の
ポ
ス
タ
ー
は
ど
れ
も

力
作
ぞ
ろ
い

ン
パ
ス
に
お
い
て
、
鈴
木
博
道

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
所
所
長
、

瑞
穂
市
商
工
会
の
迫
田
義
一
会

長
の
ほ
か
関
係
者
が
出
席
し
厳

粛
に
と
り
行
わ
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
同
研
究
所
と
瑞

穂
市
と
は
、
講
演
会
、
人
材
育

成
支
援
事
業
（
創
業
塾
、
経
営

革
新
塾
）、瑞
穂
市
商
工
会
会
報

「
Ｍ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
Ｈ
Ｏ
」
経
営
コ
ラ

ム
の
執
筆
な
ど
に
お
い
て
連
携

協
力
し
て
き
た
が
、
こ
れ
を
機

に
、
よ
り
一
層
連
携
を
円
滑
か

つ
効
率
的
に
推
進
し
、
さ
ら
に

は
地
域
産
業
の
振
興
と
人
材
育

成
に
か
か
る
各
種
事
業
が
展
開

さ
れ
て
い
く
こ
と
に
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

具
体
的
に
は
、
今
後
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
研
究
所
が
有
す
る

「
教
育
・
研
究
資
源
」
の
地
域

へ
の
情
報
提
供
、
地
域
企
業
経

マーケティング研究所地域連携事業を推進マーケティング研究所地域連携事業を推進

る
企
業
に
つ
い
て
は
、
経
営
革

新
計
画
の
知
事
承
認
申
請
を
目

指
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

「革新とは」「事業再建と事業再生」
１９：００～２１：００　担当／中畑教授、松雪文彦

【第１回】
９/３（月）

「再生と革新のポイント」
１９：００～２１：００　担当／松雪文彦、中畑教授

【第２回】
９/１０（月）

「事業関連者と協力手法」
１９：００～２１：００　担当／中畑教授、松雪文彦

【第３回】
９/１８（火）

「企業価値とは」
１９：００～２１：００　担当／中畑教授、松雪文彦

【第４回】
９/２５（火）

「金融機関の価値とは」
１９：００～２１：００　担当／松雪文彦、中畑教授

【第５回】
１０/２（火）

「財務分析」
１９：００～２１：００　担当／中畑教授、松雪文彦

【第６回】
１０/９（火）

「キャッシュフローは」
１９：００～２１：００　担当／中畑教授、松雪文彦

【第７回】
１０/１５（月）

「M&AとLLC」　１９：００～２１：００　
担当／大垣共立銀行、中畑教授、松雪文彦

【第８回】
１０/２２（月）

「ビジネスプランの立案」
１９：００～２１：００　担当／中畑教授、松雪文彦

【第９回】
１０/２９（月）

「ビジネスプランのまとめ方」
１９：００～２１：００　担当／松雪文彦、中畑教授

【第１０回】
１１/５（月）

「個別アフターフォロー①」
１０：００～１７：００　担当／松雪文彦

【第１１回】
１１/１２（月）

「個別アフターフォロー②」
１０：００～１７：００　担当／松雪文彦

【第１２回】
１１/１９（月）

相
談
コ
ー
ナ
ー
で
歯
並
び
に
つ

い
て
ア
ド
バ
イ
ス

鈴
木
所
長
と
迫
田
商
工
会
会
長

に
よ
る
協
定
締
結

２
代
目
社
長
と
し
て
会
社
を
引

き
継
い
だ
中
田
社
長
か
ら
の
話

は
参
加
者
に
と
っ
て
大
変
貴
重

な
も
の
と
な
っ
た
。

　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
研
究
所
で

は
、
今
後
、
同
会
員
を
対
象
と

し
た
「
経
営
戦
略
、
人
事
戦
略
、

市
場
開
発
」
の
３
分
野
に
お
け

る「
経
営
分
科
会（
研
修
会
）」の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

営
者
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
等
と
の

情
報
交
流
促
進
、
企
業
等
か
ら

の
経
営
相
談
や
人
材
教
育
支
援
、

並
び
に
、
受
託
調
査
・
受
託
研

究
・
共
同
研
究
な
ど
が
よ
り
活

発
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

瑞穂市商工会・金融機関との連携をはかる
「
経
営
革
新
塾
」を
開
催

「
企
業
見
学
会
」を
開
催
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本
学
は
地
域
産
業

の
活
性
化
に
寄
与
す

る
た
め
岐
阜
市
と
２

０
０
３
年
に
連
携
協

定
を
結
ん
だ
「
産
学

官
連
携
事
業
」
の
一

環
と
し
て
「
岐
阜
市

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

岐
阜
地
域
医
療
連
携
研
究
会
が
開
催

地
域
医
療
の
連
携
が
よ
り
深
ま
る　

　

本
学
歯
学
部
附
属
村
上
記
念

病
院
が
当
番
幹
事
病
院
と
な
り

「
第
４
回
岐
阜
地
域
医
療
連
携

研
究
会
」
が
、
３
１
０
名
の
医

療
関
係
者
の
参
加
を
得
て
、
岐

阜
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
（
岐
阜
市

内
）
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
研
究
会
は
、
岐
阜
市
医

師
会
を
中
心
に
地
域
医
師
会
と

岐
阜
市
内
の
中
核
病
院
と
の

「
病
診
連
携
」
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
発
足
し
、
第
１

回
当
番
幹
事
病
院
を
岐
阜
県
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
が
担
当
、
そ

の
後
、
岐
阜
市
民
病
院
、
岐
阜

赤
十
字
病
院
が
当
番
幹
事
病
院

を
つ
と
め
、
今
回
で
第
４
回
目

の
開
催
と
な
っ
た
。

　

研
究
会
第
１
部
は
、
当
番
幹

事
病
院
で
あ
る
附
属
村
上
記
念

病
院
か
ら
「
地
域
医
療
連
携
室

の
歩
み
と
現
況
報
告
」
が
な
さ

れ
、
引
き
続
き
「
今
後
の
医
療

の
展
開
に
基
づ
く
医
療
連
携
体

制
の
方
向
性
」
と
題
し
武
田
則

之
教
授（
地
域
医
療
連
携
室
長
）

ン
」
の
現
況
報
告
も
な
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
研
究
会
事
業
の
新

し
い
企
画
と
し
て
岐
阜
市
医
師

会
幹
事
会
か
ら
「
地
域
連
携
パ

ス
」
で
の
「
急
性
心
筋
梗
塞
」

と
「
ウ
イ
ル
ス
性
慢
性
肝
炎
」

の
事
例
（
症
例
）
紹
介
が
な
さ

れ
、
特
別
講
演
で
は
、
東
日
本

税
理
士
法
人
並
び
に
特
定
医
療

法
人
協
議
会
代
表
で
公
認
会
計

同
窓
会
と
の
連
携
強
化

生
涯
研
修
を
積
極
的
に
開
設　

　

本
学
歯
学
部
で
は
、
姉
妹
校

で
あ
る
明
海
大
学
と
１
９
９
９

年
に「
歯
学
部
生
涯
研
修
部
門
」

を
設
立
、
卒
業
生
等
が
日
進
月

歩
の
臨
床
歯
科
医
療
技
術
や
最

新
技
術
を
修
得
す
る
と
共
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
力
強
く
活

躍
す
る
こ
と
を
目
指
し
、「
生
涯

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
開
設
・

提
供
し
て
い
る
。

　

昨
年
度
は
、
当
該
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
全
国　

ヵ
所
で
実
施
、
延

１３

べ
７
１
３
名
が
受
講
。
本
年
度

に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
２

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終
了
し
好

評
を
得
て
い
る
が
、
今
後
も
引

き
続
き
別
表
の
と
お
り
生
涯
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。（
事
前
申
込
み
必
要
）

　

本
学
は
「
生
涯
研
修
（
イ
ン

西実業団
ケイリンでＶ！！

強
豪
の
社
会
人
・
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
の
選
手
に
競
り
勝
ち
ワ
ン
ツ

ー
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
を
決
め
、
鷺

原
大
直
（
情
報
管
理
３
年
）
が

優
勝
、
福
山
周
司
（
情
報
管
理

４
年
）
が
準
優
勝
の
栄
冠
を
手

に
し
た
。

　

ま
た
、
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
も
注
目
を
集
め
た
「
チ
ー

ム
ス
プ
リ
ン
ト
」
で
は
３
位
入

賞
（
村
松
�
経
営
３
年
、
闍
間

�
情
報
管
理
２
年
、
鷺
原
�
情

報
管
理
３
年
）
を
果
た
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
ケ
イ
リ
ン
５
位

入
賞
の
山
田
純
也
（
ビ
ジ
ネ
ス

企
画
１
年
）・
７
位
の
安
部
賢
太

郎
（
法
２
年
）
を
含
め
６
名
の

選
手
が「
全
日
本
実
業
団
大
会
」

へ
の
出
場
資
格
を
得
る
こ
と
と

な
っ
た
。

岐阜市ビジネススクール講演テーマ・スケジュール

創業・起業（資金調達と資金管理）
朝日大学経営学部村橋剛史講師連続講座

会
場
／

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
G

（
J
R
岐
阜
駅
東
側
）

第１回　『事業計画の作り方』
９月７日（金）　１４：００～１６：００

第２回　『起業にともなう資金計画』
９月１４日（金）　１４：００～１６：００

第３回　『起業後の事業展開』
９月２１日（金）　１４：００～１６：００

第４回　『起業後の資金管理』
９月２８日（金）　１４：００～１６：００

ル
」
へ
講
師
を
派
遣
し
て
い
る
。

　

本
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
で
は
、

岐
阜
地
域
で
創
業
や
新
分
野
進

出
を
目
指
す
人
材
等
を
対
象
に
、

必
要
な
基
礎
知
識
や
最
新
情
報

を
提
供
す
る
講
義
が
行
わ
れ
て

お
り
、
受
講
者
に
と
っ
て
は
実

践
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ぶ
場
、

店舗改善（売れる商品・お店とは！）
朝日大学経営学部中畑千弘教授連続講座

会
場
／

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
G

（
J
R
岐
阜
駅
東
側
）

第１回　『経営を取り巻く環境変化への対応～あきんどとしての意識改革～』
１０月２日（火）　１４：００～１６：００

第２回　『自店の実態を分析する（店舗診断）』
１０月９日（火）　１４：００～１６：００

第３回　『競争に勝つための施策の検討』
１０月１６日（火）　１４：００～１６：００

第４回　『一店逸品創造・サービス開発のヒント』
１０月２３日（火）　１４：００～１６：００

会社経営・フードビジネス
会
場
／

ハ
ー
ト
フ
ル
ス
ク
エ
ア
ー
G（
J
R
岐
阜
駅
東
側
）

『ウェブマーケティングの動向』
１１月１３日（火）　１４：００～１６：００
『ストレスとその対処法』（朝日大学教職課程センター　投石保広教授）
１１月１４日（水）　１４：００～１６：００
『社員のやる気を高める心理学』
１１月１５日（木）　１４：００～１６：００
『システムの評価』
１２月３日（月）　１４：００～１６：００
『食の安全性』
１２月４日（火）　１４：００～１６：００
『うま味とこくの世界』（朝日大学歯学部　硲哲崇准教授）
１２月６日（木）　１４：００～１６：００
『今求められているサプリメント』
１２月７日（金）　１４：００～１６：００

様
々
な
異
業
種
間
交
流
が
可
能

に
な
る
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
る
。

　

２
０
０
７
年
度
は
、
４
名
の

本
学
教
員
が
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
の
講
師
を
担
当
す
る
こ
と
と

な
る
。

（
詳
細
は
一
覧
表
の
と
お
り
）

岐阜市産学官連携事業 ビジネス
スクール開講

が
発
表
を
行
う
と
共
に
、
郭
康

彦
教
授（
脳
神
経
外
科
）か
ら
は

「
脳
卒
中
の
救
急
体
制
に
つ
い

て
」を
テ
ー
マ
に
講
演
、本
附
属

院
の
「
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
」
の

紹
介
と
「
脳
卒
中
ホ
ッ
ト
ラ
イ

士
の
長
隆
（
お
さ　

た
か
し
）

氏
か
ら
「
自
治
体
病
院
の
現
状

と
社
会
医
療
法
人
の
役
割
�
夕

張
の
事
例
に
学
ぶ
�
」
と
題
し

た
講
演
が
あ
り
、
財
政
難
の
夕

張
市
民
病
院
を
「
社
会
医
療
法

人
」
へ
と
変
革
さ
せ
、
再
出
発

す
る
過
程
等
を
踏
ま
え
た
経
験

談
が
紹
介
さ
れ
、
マ
ス
コ
ミ
に

屈
す
る
こ
と
な
く
信
念
を
貫
か

プ
ラ
ン
ト
、
ペ
リ
オ
、
補
綴
な

ど
９
部
門
）」
を
通
し
て
、
今
後

会　場開　　　催　　　日内　　　　　　容

朝日大学
２００７年９月１日（土）、２日（日）
２００７年１２月１日（土）、２日（日）
２００８年２月２３日（土）、２４日（日）

歯科インプラント治療実習コース

㈱ヨシダ
名古屋支店

２００７年９月１６日（日）、１７日（月・祝）
２００７年１０月７日（日）、８日（月・祝）

根管処置を効率的かつ安全に
使う為の臨床実験－日常臨床
を振り返った５つのアプローチ－

朝日大学２００７年１０月１３日（土）、１４日（日）
２００７年１１月１７日（土）、１８日（日）

プリアジャストエッジワイズ装置
を用いた矯正歯科治療

㈱ヨシダ
大阪支店２００７年１０月２０日（土）、２１日（日）チェアーサイドの嫌気培養シス

テム（講義・実習）

朝日大学２００７年１０月２８日（日）実践歯内－歯周病変への対応
（診断と処置、外科処置実習）

㈱ヨシダ
大阪支店２００７年１１月３日（土・祝）審美歯科治療の基礎

朝日大学２００７年１１月２５日（日）

基礎から始める歯周外科、ルー
ペを用いた確実な技術の習得
－ルーペ使用下での豚顎を用
いた歯周病外科実習－

朝日大学２００７年１２月９日（日）安全な訪問診療と摂食・嚥下障
害への取り組み

　

関
西
サ
イ
ク
ル

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ

ー
（
大
阪
河
内
長

野
）
で
開
催
さ
れ

た
「
第　

回
全
日

４１

本
実
業
団
西
日
本

大
会
」
に
お
い
て
、

本
学
体
育
会
自
転

車
競
技
部
は
、「
ケ

イ
リ
ン
決
勝
」
で

れ
る
長
氏
の
講
演
に
参
加
者
た

ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　

研
究
会
第
２
部
で
は
、「
情
報

交
流
会
」
が
開
か
れ
、
附
属
村

上
記
念
病
院
に
お
け
る
各
診
療

科
、
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
紹
介
が

各
診
療
部
長
等
か
ら
ユ
ー
モ
ア

を
交
え
て
行
わ
れ
、
研
究
会
は

盛
会
裏
に
閉
会
し
、
参
加
し
た

医
療
関
係
者
は
そ
れ
ぞ
れ
、「
地

域
医
療
連
携
の
重
要
性
」
を
再

認
識
し
た
よ
う
で
あ
っ
た
。

も
臨
床
歯
科
医
学
の
向
上
に
貢

献
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

ケイリン優勝者ウイニングラン
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試　 合　 結　 果大 会 名 ・ 開 催 日クラブ名

５連覇優　勝７月８日第１２回ギフセブンスラ グ ビ ー

木村　瞳（法３年）準優勝５２㎏級

６月３日岐阜県柔道体重別選手権大会

柔道（女子）

杉野友紀（法３年）
３　位７０㎏級

古畑妃恵（ビジネス企画２年）

春日井歩（情報管理２年）準優勝無差別級

齋藤恵美（法１年）優　勝５７㎏級

６月１０日全日本ジュニア女子柔道体重別選手権大会（岐阜予選） 今田那名（経営１年）準優勝６３㎏級

闍橋めぐみ（法１年）優　勝７８㎏級

木内優太（経営３年）３　位男子フルーレ

６月１０日第４７回中日本フェンシング選手権大会

フェンシング

伊藤美咲（情報管理４年）
３　位女子フルーレ

丹下知香（情報管理４年）

伊藤祐樹（情報管理４年）日本代表
として出場男子エペ６月３～１９日プエルトリコ国際大会・コロンビア国際大会

青柳裕子（経営３年）日本代表
として出場女子サーブル６月２０～２８日アメリカグランプリ国際大会

佐藤健太（法１年）
ベスト８男子

６月３日東海学生・女子学生剣道新人選手権大会剣 道 神田訓宏（法１年）

加藤詩野（法１年）ベスト８女子

村松俊弥（経営３年）

３　位チームスプリント

６月２・３日第４１回全日本実業団西日本大会自 転 車 競 技

鷺原大直（情報管理３年）

山田佳典（情報管理３年）

闍間悠平（情報管理２年）

鷺原大直（情報管理３年）優　勝

ケイリン 福山周司（情報管理４年）準優勝

山田純也（ビジネス企画１年）５　位

３　位５月１９・２０日関西学生ホッケー春季リーグ戦ホ ッ ケ ー

◆２００７年度　体育会強化種目活動状況◆

　

現
在　

の
競
技
種
目
で
構
成

１１

さ
れ
て
い
る
朝
日
大
学
体
育
会

に
、新
た
に「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
男

子
」
が
加
わ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
２
年
度
に
ス
タ
ー
ト

し
た
本
学
体
育
会
は
、
数
々
の

全
国
制
覇
や
国
際
大
会
で
華
々

し
い
活
躍
を
見
せ
、「
文
武
両
道

の
大
学
」
と
し
て
全
国
の
ス
ポ

ー
ツ
関
係
者
や
教
育
関
係
者
か

ら
熱
い
視
線
が
注
が
れ
て
い
る
。

　

今
回
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
を
設

立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
は

「　

岐
阜
国
体
（
内
定
）」
の
成

２４
年
の
競
技
力
向
上
の
た
め
、
岐

阜
県
体
育
協
会
か
ら
強
い
要
請

を
受
け
、
体
育
会
と
し
て
種
々

検
討
の
結
果
、
県
内
ス
ポ
ー
ツ

の
発
展
の
た
め
、
既
に
７
競
技

団
体
で
強
化
指
定
を
受
け
て
い

る
本
学
と
し
て
協
力
し
て
い
く

こ
と
が
最
善
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
１
チ
ー
ム

７
名
で
行
う
チ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ

で
、
既
に
岐
阜
県
内
で
は
岐
阜

大
学
と
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
が

新
た
に
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
強
化
指
定

２
０
０
８
年
度
に
向
け
学
生
募
集
開
始　
　

西
日
本
イ
ン
カ
レ
２
連
覇

後
藤
プ
ロ
好
調
な
ス
タ
ー
ト

　

大
阪
岸
和
田
競
技
場
で
行
わ

れ
た
「
第　

回
西
日
本
大
学
対

４３

抗
選
手
権
自
転
車
競
技
大
会
」

に
お
い
て
、
本
学
体
育
会
自
転

車
競
技
部
が
「
総
合
優
勝
」
を

は
た
し
同
大
会
２
連
覇
を
達
成
。

　
「
ト
ラ
ッ
ク
種
目
９
種
目
」の

総
合
得
点
で
競
う
西
日
本
イ
ン

カ
レ
、
２
種
目
優
勝
、
４
種
目

準
優
勝
、
１
種
目
３
位
入
賞
等

の
競
技
成
績
で
、「
総
合
優
勝
」

に
輝
い
た
。

　

今
後
は
、昨
年
一
昨
年
と「
総

合
５
位
入
賞
」に
止
ま
っ
た「
全

日
本
イ
ン
カ
レ
」
で
の
上
位
入

賞
を
目
指
す
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、
本
年
７
月

に
競
輪
選
手
と
し
て

プ
ロ
デ
ビ
ュ
ー
を
果

た
し
た
後
藤
彰
仁

（
経
営
学
科
３
年
）

が
、デ
ビ
ュ
ー
戦（
福

井
）
と
第
２
戦
（
大

垣
）
で
計
６
レ
ー
ス

に
出
場
し
、
１
着
３

回
、
２
着
１
回
の
好

成
績
を
収
め「
プ
ロ
」

と
し
て
好
調
な
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
。
今

後
は
、
朝
日
大
学
学

生
と
し
て
の
学
業
成

就
と
、
現
役
学
生
プ

ロ
と
し
て
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
。

ギフセブンスで5連覇！！
東海リーグ制覇に向け好発進　

　

本
学
体
育
会
ラ

グ
ビ
ー
部
は
、
各

務
原
市
の
岐
阜
自

衛
隊
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
開
催
さ
れ
た

「
第　

回
ギ
フ
セ

１２

ブ
ン
ス
大
会
」
に

出
場
し
見
事
優
勝
、

５
連
覇
の
偉
業
を

成
し
遂
げ
た
。

　
「
ギ
フ
セ
ブ
ン

ス
」
は
７
人
制
の

ラ
グ
ビ
ー
で
今
大

会
に
は　

チ
ー
ム

１０

入賞ラッシュで総合優勝

が
出
場
、
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式

で
行
わ
れ
た
試
合
で
は
、
朝
日

大
学
Ａ
チ
ー
ム
が
他
の
チ
ー
ム

を
寄
せ
付
け
な
い
強
さ
を
み
せ
、

決
勝
戦
で
も
関
コ
ス
モ
ク
ラ
ブ

に　
：

　

で
大
勝
し
、
秋
か
ら

４３

１４

は
じ
ま
る「
東
海
リ
ー
グ
制
覇
」

東
海
リ
ー
グ
（
２
部
）
で
競
技

し
て
お
り
、
当
面
は
こ
の
２
校

を
目
標
に
活
動
し
、早
期
の「
東

海
１
部
リ
ー
グ
」
へ
の
昇
格
を

目
指
す
こ
と
と
な
る
。

　

ま
た
、「　

岐
阜
国
体
」
に
向

２４

け
、
岐
阜
県
体
育
協
会
と
も
連

携
を
は
か
り
チ
ー
ム
強
化
に
努

め
る
と
共
に
、
実
業
団
か
ら
指

導
者
を
迎
え
、
こ
の
夏
か
ら
本

格
的
な
学
生
募
集
活
動
が
展
開

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

朝
日
大
学
体
育
会
に
お
け
る

新
た
な
強
化
種
目
「
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
」
へ
の
期
待
は
大
き
い
。

に
向
け
好
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ

た
。

　

な
お
、
同
大
会
に
出
場
し
た

朝
日
大
学
Ｂ
チ
ー
ム
は
惜
し
く

も
準
決
勝
で
破
れ
、
朝
日
大
学

チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
戦
は
実
現

し
な
か
っ
た
。

自転車
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本
学
学
生
部
で
は
、
夏
季
休

業
を
前
に
岐
阜
県
警
察
北
方
署

生
活
安
全
課
の
協
力
を
得
て

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
に

学
生
補
導
講
演
会
を
開
催　
　

北方署生活安全課長の講話

「
熱
中
症
予
防
・
救
命
救
急
」

講
演
会
開
催　

　

本
学
学
生
部
主
催
（
学
生
部

長：

山
本
英
弘
）
の
行
事
と
し

て
「
熱
中
症
予
防
に
関
す
る
講

演
会
」
が
穂
積
キ
ャ
ン
パ
ス
内

体
育
館
で
行
わ
れ
、　

ク
ラ
ブ

２９

　

名
の
学
生
及
び
教
職
員
が
参

９０加
し
た
。

　

本
講
演
会
は
、
学
校
事
故
に

関
し
て
、
特
に
こ
の
時
期
「
熱

基
本
的
な
技
術
を
習
得
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
た

本
講
習
で
は
、
講
師
に
岐
阜
中

消
防
署
穂
積
分
署
救
急
グ
ル
ー

プ
の
署
員
を
招

き
、
救
命
救
急

に
関
す
る
講
演
、

実
際
に
ダ
ミ
ー

人
形
を
用
い
た

「
人
工
呼
吸
法

や
心
臓
マ
ッ
サ

ー
ジ
」
の
説
明

を
受
け
る
と
と

も
に
、「
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）」の

操
作
体
験
を
行

っ
た
。

「心臓マッサージ」を体験

　

本
学
留
学
生
別
科
生　

名
は
、

３９

古
都
京
都
へ
の
研
修
旅
行
に
参

加
し
た
。

　

留
学
生
別
科

で
は
、
キ
ャ
ン

パ
ス
内
で
日
本

語
学
習
の
み
に

専
念
す
る
の
で

は
な
く
、
課
外

で
も
積
極
的
に

日
本
の
文
化
・

習
慣
等
を
体
感

す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年

研
修
旅
行
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。

　

古
都
京
都
を

訪
れ
た
留
学
生
た

ち
は
、
世
界
的
に

も
有
名
な
金
閣
寺

を
散
策
し
日
本
の

伝
統
文
化
に
触
れ

る
と
共
に
、
太
泰

映
画
村
で
は
映
画

の
撮
影
現
場
を
通

じ
江
戸
時
代
な
ど

日
本
近
世
の
歴
史

や
生
活
様
式
を
学

ん
だ
。

　

今
回
の
研
修
は

日
帰
り
で
は
あ
っ
た
が
、
バ
ス

の
車
内
で
は
話
に
花
が
咲
き
、

教
員
や
仲
間
た
ち
と
の
き
ず
な

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
深
ま
っ
た

笑顔いっぱいの太泰映画村での記念写真

「第３７回朝日祭」が開催されます。 
皆様お誘い合わせのうえ 
ご来場ください。 

●期日／２００７.１０.２６（金）・２７（土）・２８（日） 

●テーマ／絆（きずな） 
●催し（予定）／ライブコンサート、模擬店、 

　　　　　　フリーマーケット、映画上映など 

　　　　　　盛りだくさんのイベントを予定 
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主　　催：朝日大学
後　　援：岐阜県教育委員会、瑞穂市、岐阜市、中日新聞社、NHK岐阜放送局
日　　時：２００７年１０月２８日（日）１２：００～１６：３０
会　　場：朝日大学　１号館第３大講義室
応募資格：日本国内の高等学校に在学している生徒（ただし英語を第一言語としない者）
論　　題：自由（発表時間　５分以内厳守）　個性的・独自性のある内容・表現を求む。
応募要領：応募原稿（英文）は、ワープロでA４用紙に英文設定または半角の読みやすい大きさの文字でダ

ブルスペースを空けて作成。
表紙に論題、学校名、学年、氏名、性別、郵便番号、現住所、電話番号を明記。
論題、学校名、氏名には英語表記も併記。なお、E‐mailでの応募も受付。

締　　切：２００７年９月２２日（土）必着
提出及び問い合わせ先：

〒５０１‐０２９６　岐阜県瑞穂市穂積１８５１　朝日大学　学生厚生課内　英語弁論大会実行委員会
TEL（０５８）３２９‐１０８２・１０８３　FAX（０５８）３２９‐１０８４
E‐mail　gakusei＠alice.asahi‐u.ac.jp

表 彰 等：最優秀賞、優秀賞、奨励賞、中日賞、岐阜県教育委員会賞、瑞穂市長賞、岐阜市長賞、参加賞、
応募記念

入試情報：応募者は「２００８年度特別選抜入試（社会・文化活動）」の出願条件に該当する者として認定。
　　　　　詳しくは朝日大学入試課まで。　TEL（０５８）３２９‐１０８８　FAX（０５８）３２９‐１０８９

朝日大学第２３回高等学校英語弁論大会

「
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た

め
に
�
薬
物
乱
用
防
止
教
室

�
」
と
題
し
、
本
学
６
号
館
大

講
義
室
に
お
い
て

「
学
生
補
導
講
演

会
」
を
開
催
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、

本
学
学
生
が
薬
物
、

銃
器
、
ス
ト
ー
カ

ー
、
悪
徳
商
法
等

の
各
種
犯
罪
に
巻

き
込
ま
れ
な
い
よ

う
に
と
「
各
自
の

自
己
防
衛
の
た
め

の
意
識
高
揚
」
に

つ
な
が
る
講
話
が

な
さ
れ
、
学
生
、

中
症
」
に
よ
る
事
故
が
多
数
報

告
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運

動
中
、
課
外
活
動
中
の
こ
の
危

険
性
に
つ
い
て
学
生
が
十
分
認

識
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
講
演
会
で
は

大
塚
製
薬
㈱
の
鈴
木
英
樹
氏
を

講
師
に
招
き
、
同
氏
は
プ
ロ
ジ

ェ
ク
タ
ー
を
利
用
し
体
育
系
ク

ラ
ブ
等
に
所
属
す
る
学
生
に
対

し
わ
か
り
や
す
く
発
生
要
因
と

対
処
法
を
、
ま
た
、
実
際
の
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
利
用
し
た

補
給
法
を
示
し
た
。

　

引
き
続
き
同
会
場
に
お
い
て
、

「
救
命
救
急
講
習
会
」
が
行
わ

れ
た
。

　

い
つ
ど
こ
で
発
生
す
る
か
予

測
で
き
な
い
災
害
に
備
え
て
、

学
生
生
活
に
お
け
る
事
故
防
止

の
知
識
と
、
思
わ
ぬ
事
故
や
災

害
に
あ
っ
た
人
、
急
病
人
に
対

す
る
救
急
法
（
応
急
手
当
）
の

　

参
加
し
た
学
生
・
教
職
員
は
、

「
救
命
救
急
」
を
身
近
な
問
題

と
し
て
と
ら
え
、
み
な
真
剣
な

眼
差
し
で
受
講
し
て
い
た
。

日本文化を体験！
古都京都で研修を行う

様
子
で
あ
っ
た
。

　

朝
日
大
学
を
拠
点
に
国
際
交

流
の
輪
が
今
後
一
層
広
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

教
職
員
約
２
０
０
名
の
受
講
者

た
ち
は
熱
心
に
講
師
の
話
に
耳

を
傾
け
て
い
た
。


